
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

私たち、社会福祉法人戸田わかくさ会は障害者の 

ある方が、住み慣れたこの街であたり前の生活が 

できるように、『働くこと、暮らすこと、生きること』を 

大切に支援しています。シンプルであたり前のことです

が、障害をある方にとってはその当たり前の生活には様々

な障壁があります。私たちと一緒に壁を取り除いていける

仲間を大募集しています。 

あ
な
た
の
思
い
が

数字で見る戸田わかくさ会 

男性

17人

42.5%

女性

23人

57.5%

職員男女比
平均勤続年数 

 

 
 平均  ７．６年 

定着率 

1年間の定着率 ９８％ 

３年間の定着率 ８４％ 

５年間の定着率 ７２％ 

 

平均有給休暇取得日数 

 平均  10.9日 

月平均残業時間 

 月平均  １２．9時間 

（2023年 4月時点、非常勤職員を除く） 

60代

5%

50代

37%

40代

35%

30代

15%

20代

8%

常勤職員年齢構成比
（常勤職員40名）

平均年齢 ４７.１歳 360

370

380

390

400

410

420

430

440

2020年 2021年 2022年

389

426

437

事業活動収入の推移

（百万円） 

 

社会福祉士 １９人 

精神保健福祉士 ７人 

介護福祉士 ９人 

資格保有者 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人材育成の取組 

職員の主な出身校 

戸田わかくさ会では様々な学校出身の職員がいます。先輩を訪ねての問合せもお待ちしています。 
 

〈大学〉 

◆ 文教大学教育学部  

◆ 東京学芸大学教育学部 

◆ 埼玉県県立大学保健医療福祉学部 

◆ 明治学院大学社会福祉学部社会福祉学科 

◆ 淑徳大学社会福祉学部社会福祉学科 

◆ 東洋大学社会学部社会福祉学科 

◆ 日本女子大学文学部社会福祉学科 

◆ 日本社会事業大学社会福祉学部 

〈短大・専門学校〉 

◆ 文京社会福祉専門学校介護福祉学科 

◆ 埼玉福祉・保育専門学校 

◆ 日本児童教育専門学校 

◆ 立正大学短期大学部社会福祉学科 

◆ 聖徳大学短期大学通信教育部 

◆ 十文字学園女子短期大学文学科 

◆ 文化女子大学短期大学 

 

＜お問合せ先＞ 

社会福祉法人戸田わかくさ会  採用担当 浜田 

〒335-0021 埼玉県戸田市新曽１５２２０－１ 

TEL  ０４８－４３２－８１９７ 

FAX ０４８－４３２－８２９８ 

Mail honbu@wakakusa-kai.com 

社会福祉法人戸田わかくさ会の理念 

・ノーマライゼーションの実現を目指します。 

・一人ひとりが豊かに暮らせる地域社会の実現を目指します。 
障害のある人々の福祉を通じて、一人ひとりが豊かに暮らすこのできる地域社会の実現を目指すことを

法人の社会的使命（ミッション）としています。 

 

戸田わかくさ会では複数の障害福祉サービス(生活介護、Ｂ型、就労移行、グループホーム、相談支援、就労相談)を行

っています。あなた自己実現にむけて将来を歩むことのできるキャリアアップ制度と研修制度があります。 
 

●新任研修・内部研修 
・新任研修では法人内各事業所の体験や理念・歴史、
新任職員に知ってもらいたい事を学んで頂きます。 
・「社会人としての基本研修」「現場で活かす専門的ス
キル向上のための研修」を実施しています。 

 

●メンター制度 
 新任職員には先輩職員（メンター）が付き、現場でのＯＪ
Ｔや仕事や支援の悩みをいつでも相談できます。 

 

●外部研修の受講 
・県社協や発障協など各種外部の研修に積極的に

参加して専門的スキルの向上を目指すことができま

す。 

・キャリアに応じて、サービス管理責任者や相談支援

専門員研修、中堅職員・リーダー職員向けの研修が

あります。 

●自己研鑽・資格取得助成 
希望する自己研修に対する助成（1 回 5,000 円）や知的障害
者援助専門員養成通信教育、社会福祉主事資格認定通信過
程研修受講の助成（上限 20,000円）制度があります。 

 

●実践交流会 
市内の他法人と実践発表会を行ったり、互いの事業所の見学
会を開催して交流しています。 

 

●実践報告集 
 毎年事業所内の個人・チームで日々の支援実践をレポートにま
とめ報告集を作成し、互に専門性を研鑽しています。 

 

 

 

ホームぺージ 

 

Facebook 

 

Instagram 
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